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 著者の就職情報企業にいた経験から、学生採用に当っての企業の思惑を明かにするとともに、就職活動を

する学生への思考や行動への助言を以下の項目に分けて行っている。 

1時限目 企業の「採用活動」という観点で「就職活動」を見てみる 

2時限目 大学のキャリアセンターの間違い 

3時限目 何も知らない学生たち 

4時限目 大手企業に受かった本当の話 中堅下位大学生の本当の話 

5時限目 突き抜ける就活トレーニング 

課外授業 就活以後のキャリアプラン 

著者は、どんな就活対策するよりも企業が求める人材になることが内定への近道としている。 

 企業が求める力とは、 

「現場で起こっていることに対峙できる問題解決力」 

「問題解決を支える論理力」 

「実際に行動に移せる自律行動力」 

といったものであり、就活生に対して 

「突き抜ける経験をせよ」 

「論理的・構造的にまとめ、書く・話せるようになれ」 

という。 永年会社勤めをしてきた者からは、肯首する内容である。  2013年 12月 24日 井田晃記 

 



   

     

 


